
越高遺跡B地点

一位置と環境

1 地理的環境

対馬の位置と地形対馬は、朝鮮半島と九州の間に位置する長崎県の離島であり、北方の上島、南

方の下島、および周辺の諸島からなる。上島と下島を合わせて南北長72kn1，東西長16kmであり、総

面積は708kiである。北緯34度42分～34:度5分、東経129度30分～129度10分に位置し、朝鮮

半島から最短で約501m、福岡から約100klllと、九州本土よりも朝鮮半島に近いため、一般的に「国

境の島」 と呼ばれる。

陸地の9割は山地である。標高は全体的にみると南方が高く、北方が低い傾向にある。下島には、
やた-＜や史

対馬で最も高い矢立山（標高648m)のほか500mを超える山々がある。山地の分水界は島の東に偏

在する。このため川が短く東海岸には沖積地はほとんど形成されない。一方、西海岸には沖積地がわ

ずかにあるが、河にIに低地は発達していない。

対馬の海岸線は全長750klnと、長崎県内で第2位の長さをもつ。海岸線にはリアス式海岸と|断層海
1もそう と.k

岸の2種がある。 リアス式海岸は浅茅湾や豊一帯にみられ、脚の長い入江の谷間に小集落が営まれ、
さおざき た り うざさ みささ つつさき

遺跡も多く確認されている。 ｜断層海岸は西海岸の棹崎～田里生崎、中央部の御崎～豆殴崎、東海岸の

第1図越高遺跡の位置
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